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特別総会でお話しましたように、60 周年を節目に、

新たな歩みを開始したいと考えています。キーワー

ドは不易と流行。日本人が大切にしてきた価値観を

大切にしながらも、不確実で予測困難な未来に対応

する確かな学力の育成に励みたいと考えます。 

【学校教育目標】 

国際感覚を身につけた人間性豊かな児童生徒の育成 

〇確かな学力 〇豊かな人間性 〇逞しく生きる力 

【各学部の目標】 

(1) 幼稚部 

〇日本語に親しみ、 

日本語の基礎を学ぶ 

とともに、活動を通 

して、日本文化や習 

慣に対する理解を深める。 

(2) 小・中学部 

〇日本の文部科学省準拠の教科書を使用し、日本語に

よる授業を行い、日本帰国後、学齢相当の授業に円滑

に適応できるだけの学力を育てることを基本とする。 

〇3 年から 6 年まで、習熟度・国語力に応じた教科指

導(国語科コース別学習)を行う。 

(3) 高等部 

〇小中学部で培った日本語力をさらに伸ばすととも

に国語、小論文、数学の 3教科を選択制にし、自ら学

ぶ意欲や関心を高め、日本語表現力を磨くことをめざ

す。 

【重点努力事項】 

(1)昨年度開校６０周年という節目を終え、これまで築

いてきた教育活動の基盤を維持しながらも、児童生徒の

国語環境の変化に伴う学習目標を問い直し、補習授業校

という限られた時間の中で教職員の英知を結集し魅力

ある教育活動に努める。 

(2)新学習指導要領の実施に向け、本校の実情に合った

教育課程の工夫改善を行う。 

(3)教育活動全体を通して、日本語を話す力、書く力、

読む力の伸長と表現力の向上を図る。 

(4)国語科の授業を中心に、幼小・小中・中高の十分な

連携を図り、１２年間の系統的なカリキュラムを作成、

及び園児、児童生徒理解や指導方法の研究交流を行う。 

(5)生徒指導において、一人一人の児童生徒の人格を尊

重し、規範意識を高め、児童生徒の望ましい人間関係を

育てるとともに、家庭との密接な連携に努める。  

(6)あいさつの励行を重視するとともに、物を大切にす

る心と身の周りの整理整頓に努め、環境美化の精神を育

てる。 

(7)図書室の充実、読書・音読・読み語りの推進を図る

と共に、作品募集への応募等の機会を活かして、読書の

生活化を図る。 

(8)理科の学習において、児童の興味関心を引くわかる

授業、自分で観察・実験する活動を取り入れた授業の展

開に努める。  

(9)「家庭は第二の学校、保護者は第二の担任」となっ

て、家庭学習の充実を目指した取り組みが出来るよう管

理運営委員会と協力して、保護者の啓発に努める。 

(10)ワシントン日本語学校が、地域の日本人コミュニテ

ィーの一員として、児童生徒が行事に参加し、国際社会

に生きる日本人としての自覚を養う。 
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特 別 総 会 

４月２０日（土）の１３時３５分より、カフェテ

リア１において特別総会が開催されました。運営委

員長・校長の挨拶に続き、教育人事、総務、広報、

学年代表、事務局の各部から活動報告受けた後、昨

年度の決算・監査報告、本年度の予算案の審議へと

移りました。昨年度は、赤字予算で出発したが、退

学者が想定を下回ったため、結果的には黒字決算に

なったこと、来年度予算も本年度と照らし大きな違

いはないという説明を受けました。その後の審議を

経てすべての議案が承認されました。議長を務めて

下さった古賀さん、ありがとうございました。 

最後に、新旧運営委員の紹介と承認が行われ、本

年度前期の運営体制が確立されました。 

退任された大滝委員長、馬場総務部長、杉本財務部

長、森本委員、高田委員には大変お世話になりまし

た。お陰様で、６０周年の節目を有意義な形で刻む

ことができました。心より感謝申し上げます。 

運営委員になられたジャコブソン委員、豊田委

員、野崎委員、松岡委員、３月に新委員に選出され

ていた松川委員、ミトリック委員、渡辺委員を交え

新たな運営委員体制が誕生しました。 

新委員長をはじめ、委員の皆様ととともに、教職

員一同が手を取り合って学校運営にあたりたいと思

います。皆様、どうぞよろしくお願いいたします。 

〇授業日は日本語を使いましょう。 

〇許可を得ずに携帯電話の持ち込みは出来ません。

許可を得ている人でも先生が使用を認める時以

外は使えません。 

〇ナッツ類、ガム、アメ、チョコレート等の持ち込

みはできません。休み時間を含む授業時間にお菓

子等を食べることは禁止です。 

〇日本語学校は、聖心ＳＲ校の校舎を借りていま

す。教室など勉強で使用する物を傷つけたり汚し

たりしないようにしましょう。 


